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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年、東南アジアで勃興しつつある、新しいタイプのコミュニティ（共同体）の
実態を運動の視点から捉え、そこに参加する人々の想像力や情動、さらにそれを実現しようとする関係性や組織の解明
を目指した。宗教、環境、医療、博物館、マイノリティなどを主な研究対象とし、運動の中の〈主体的経験〉の内容や
〈共同性〉の特質などを分析した。そこでは、多くのコミュニティ運動が異質で多様な個人、集団や制度との〈アセン
ブレッジ〉（組み合わせ）として構成され、あるいはその中に接合していく実態のほか、そうしたアセンブリッジがコ
ミュニティ運動特有の〈共同性〉とそこに付着する価値や倫理の創造に関係することも明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research project is to look at newly emerging communiti
es in Mainland South East Asia from a viewpoint of community movement. In particular, the project intends 
to elucidate the imagination and the affect involved in their enterprises, as well as relational and organ
izational aspects of these movements. Individual research, which may focus on movements relating to religi
on, environment, medicine, museum or minorities, analyzes the contents of "subjective experiences" of the 
participants and the features of "communality" constructed thereby. In doing so, it is revealed that many 
community movements are constituted as "assemblage" (agencement) with multiple and heterogeneous individua
ls, groups or institutions, otherwise articulated within it. It is also demonstrated that such "assemblage
" relates to creation of the "communality" and the associated values and ethics particular to the communit
y movement.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究では従来の社会科学に見られるよ
うに、社会運動を近代市民社会に特有な現象
と見るのではなく、伝統、近代、ポスト近代
を横断する人類学的な研究対象として捉え
る。例えば、東南アジア大陸部においては古
い時代から仏教的千年王国運動や、様々なユ
ートピア運動が見られたが、今日のグローバ
ル化する環境のもとでの類似した運動の展
開にも注目する必要がある。他方、２０世紀
末からのグローバル化の進展にともない、コ
ミュニティ運動は、都市、農村を問わず、NGO、
宗教、メディア、多国籍集団、行政機関、国
際機関などとの接合によって多様な形態を
とるようになった。こうした新たな形態のコ
ミュニティ運動が出現する背景として、グロ
ーバル化の進展にともなう国民国家の変容、
社会生活の不安定性や偶然性の拡大、市場原
理を強く推進する新自由主義の台頭などを
理解する必要がある。 
 そこで、今日のコミュニティ運動の多くは
グローバルな変動との接合によって生まれ
る動的な編成、すなわち〈アセンブレッジ 
assemblage, agencement〉の中で捉えられる
だろう。〈アセンブレッジ〉は異質な勢力、
制度、個人、集団、モノや自然の組み合わせ
によって構成され、その構成部分は一定の自
律性をもち、全体的統一性ではなく、個人や
部分の潜在的力が大きな役割をもつ。コミュ
ニティ運動は、こうした〈アセンブレッジ〉
のもつ諸条件の中で、いかに人々がそこに参
加し、共同的な関係を築きあげていくかを記
述することで明らかにされなければならな
いだろう。 
 それでは、多様で異質な人々や集団を包み
込み、それらの不安定な関係性のもとに構成
される〈アセンブレッジ〉において、人々が
変革のイメージを共有し、運動という集合行
為を持続させる要因とはいかなるものだろ
うか。これまでの研究過程において明らかに
なってきたのは、新たなコミュニティにおけ
る重要な特徴である内部の多様性、差異や
個々人の潜在的力が、広く外部の人々や諸制
度との交渉や協働をとおしてコミュニティ
それ自体を改変し、新たな実践を生み出して
いく可能性を有しているという点であった。 
 また、コミュニティ運動を成立させるため
には、参加する人々のあいだに一方ではそう
した多様性、差異や潜在的力が、他方では〈共
同性〉が確保される実態があるということが
確認された。そこでこの研究は、コミュニテ
ィにおける新たな〈共同性〉の形成に注目す
る。それは個人や集合がその根拠自体を反省
的に問いながら、新たな価値や倫理を作り出
そうとする動きに関係している。コミュニテ
ィ運動の研究は、こうした価値創造や倫理の
領域に踏み込むことによって、多様で異質な
人々による新たな〈共同性〉の出現を確認す
ることができるだろう。 
 

２．研究の目的 
この研究の目的は、近年、東南アジアにお

いて勃興しつつある新しいタイプのコミュ
ニティ（共同体）の実態を運動の視点から捉
えることによって、そこに参加する人々の現
在と未来に向けた想像力や情動、およびそれ
を実現しようとする関係性、組織や手段を人
類学的に解明することである。 
 本研究では、このような新しいタイプのコ
ミュニティ運動を、特に宗教、環境、医療、
博物館、マイノリティなどにおける事例を取
りあげながら、次のような特徴について分析
検討を加える。 
 
 ①新しいコミュニティ運動は異質で多様
な人々によって〈アセンブレッジ〉として構
成される。したがって、コミュニティ運動の
〈アセンブレッジ〉がどのような個人、集団、
制度との関係によって構成され、構成部分が
もつ潜在的力がいかに顕在化して発揮され、
また他の集団、制度や〈アセンブレッジ〉と
の関係によっていかに変動したかを明らか
にする。 
 ②新しいコミュニティ運動は、同質的なア
イデンティティをもつ個人によって全体的
目的実現を目指す従来の社会運動とは異な
っている。そこでは相対的自律性を確保する
個人の参加による〈主体的経験〉が、コミュ
ニティ運動の方向性に大きく関与している。
したがって個人が運動の中で欲望と想像力
を解放しながら、自らの潜在的力を顕在化さ
せていく過程を捉える必要がある。 
 ③新しいコミュニティ運動は、同質的な個
人によって構成される閉じられた共同性を
特徴とする従来の社会運動とちがって、〈ア
センブレッジ〉内外の他の集団や制度などと
の接合をとおして新しいタイプの〈共同性〉
が構築される。したがってこの研究は、そう
した〈共同性〉の様態とそこに創造される価
値や倫理について考察する必要がある。 
 本研究は、以上を主要な参照点としながら、
タイおよびカンボジアなど東南アジア大陸
部におけるコミュニティ運動について、海外
共同研究者との共同作業をとおして各地の
事例を調査することにより明らかにしよう
とするものである。 
 
３．研究の方法 
代表者、分担者、および海外共同研究者各

人が、対象コミュニティ運動に関するフィー
ルドワークを実施し、それらの事例研究で得
られたデータを比較検討しながらコミュニ
ティ運動の実態を明らかにする。それらの対
象とトピックは以下の 13 件である。 
 
①北タイにおける仏教ユートピア・コミュニ
ティ運動（田辺） 
②北タイにおけるコミュニティ・フォレスト
運動（松田） 
③タイにおけるムスリムのダッワ運動（西



井） 
④タイにおけるコミュニティ博物館運動（平
井） 
⑤帰還民によるNGOが作り出したアセンブレ
ッジとその消失（阿部） 
⑥北タイにおける民間医療復興運動（古谷） 
⑦北タイにおける仏教僧ネットワークと NGO
運動（岡部） 
⑧タイ・テラヴァーダ仏教における女性運動
（Apinya） 
⑨山の所有者がやって来た―タイ・ビルマ国
境 地 帯の宗 教 運動の ア センブ レ ッ ジ
（Kwanchewan） 
⑩デトクシフィケーション―医療知識改革
への実践（Malee） 
⑪急進的代替教育―サンティ・アソークのシ
カ学校（Kanoksak） 
⑫精霊の力を再活性化する―都市化する北
タイの文脈における小農民の対立（Ariya） 
⑬ゴジラと成る―ウボン・ラーチャタニーに
おける反核運動（Surasom） 
 
 フィールドワークの推進にあたっては、年
度ごとに共通の調査課題を設定した。１年目
は、各地におけるコミュニティ運動における
〈アセンブレッジ〉の構成を把握する。特に、
国際機関、行政機関、NGO やメディアなどの
異質な勢力、制度や集団による介入、連携あ
るいはそれに対する抵抗の局面を把握する。
２年目は、運動をとおしてコミュニティ内部
で形成されつつある新たな〈共同性〉に注目
して調査を続行し、そうした〈共同性〉を支
えている価値や倫理の内容を把握する。３年
目は、主として補足的調査を実施することと
した。 
 また、各研究者のフィールドワークと平行
して、本研究の背景や主要概念を社会学的社
会運動論と比較検討するために、２０１３年
中には２名の社会学者を招聘して国内研究
会を開催した。２０１３年３月７〜８日には、
タイ・チェンマイ大学において各自の研究経
過を報告して比較検討するために海外共同
研究者と共にワークショップを開催した。 
 最終年度２０１４年３月７〜８日には、フ
ィールドワークで得られたデータをふまえ
て全員が論文を提出し、タイ・チェンマイに
おいてシンポジウムを開催した。そこでは関
連分野の専門家４名をコメンテーターとし
て招聘し、タイとカンボジアにおける新しい
コミュニティ運動における〈アセンブレッ
ジ〉構成や〈共同性〉の意義について討議し
た。 
 
４．研究成果 
（１）研究の主な成果 
この研究では、タイ、カンボジアにおけるコ
ミュニティ運動が異質で多様な個人や集団
を内包しながら〈アセンブレッジ〉を構成し、
新しい〈共同性〉を形成していく過程に焦点
をあてた。この研究の主な理論的、実証的な

成果を、以下のごとく３項目にわたって提示
してみる。 
 
①アセンブレッジとしてのコミュニティ運
動 
 この研究が対象とするコミュニティ運動
とは、階級や民族という同質的アイデンティ
ティを掲げて全体的で中央集権的な組織に
よって展開した１９７０年代以前の社会運
動とはまったく異なっている。さらに本質主
義的で集合的なアイデンティティに依拠し
た１９７０年代以降のフェミニズム、平和、
ゲイ権利、環境などの「新しい社会運動」と
も区別されるべきである。今日のタイやカン
ボジアなど東南アジアに勃興しつつある社
会運動は、システムや構造、あるいはグロー
バル資本主義のような全体性を仮定するの
ではなく、異質で多様な個人や集団によって
構成される〈アセンブレッジ〉の形態をとる
ことが多い。 
 〈アセンブレッジ〉は異質な勢力、制度、
個人、集団、モノや自然などの組み合わせに
よって構成され、その構成部分は一定の自律
性をもち、全体的統一性ではなく個人や部分
の潜在的力が大きな役割をもつ。〈アセンブ
レッジ〉概念は、間個人的ネットワークと制
度的組織との関係性を説明する際に有効で
あり、ここで扱うコミュニティ運動にもあて
はまる。それは国家の制度と連携して構成さ
れる場合もしばしばあり、この研究ではタイ
のコミュニティ博物館運動やコミュニテ
ィ・フォレスト運動などがそれにあてはまる。
それらの運動は、ヒエラルキーと自己組織と
のハイブリッドであると言ってもよい。 
 多くの〈アセンブレッジ〉はその内部に一
定の自律性をもった部分を内包するが、その
部分が他のアセンブレッジの部分として接
合していることもしばしば見られる。北タイ
の隠者やヨギ（女性修行者）たちは同じ修行
地の〈アセンブレッジ〉を構成しながら、別
の仏教寺院や多様な宗教実践者などと連携
している。また北タイの開発僧や民間治療師
の場合も、主たる拠点とともにネットワーク
をとおして別の活動拠点と連携している点
が注目される。 
 さらに組織論的な視点から強調すべきこ
とは、〈アセンブレッジ〉という異質で多様
な集合が、個人や部分がもっている「潜在的
なるもの」を顕在化させる空間だということ
である。北タイの民間治療師、開発僧や隠者
の場合でも、それぞれの〈アセンブレッジ〉
あるいはネットワークの中の活動をとおし
て、それまで隠されたままになっていた力能
や想像力が顕在化して新たな活動に発展す
ることを確認することができる。またいくつ
かの新しいコミュニティ運動の中には、個人
や部分のもつ潜在的力が政治的局面に活用
される可能性を認めることも可能である。 
 
②コミュニティ運動の中の主体的経験  



 異質で多様な個人や集合を内包しながら
〈アセンブレッジ〉を構成するコミュニティ
運動では、運動の参加者の主体的経験が重要
であることが確認される。このことは、コミ
ュニティ運動がしばしば経験運動として理
解される側面をもつことと関連している。 
 コミュニティ運動においては、組織の集合
的アイデンティティそのものよりも、参加者
が他者と出会い、自らを探求し、変容させる
過程がきわめて重要性を帯びている。その過
程は、たとえば、北タイにおける仏教的ユー
トピア運動での隠者やヨギ、タイ－ビルマ国
境地域におけるダッワ運動でのムスリム、タ
イにおけるデトクシフィケーション実践者、
カンボジアNGO運動の中での被害体験をもつ
人びとなどの事例に顕著に見出すことがで
きる。 
 こうした、コミュニティ運動の参加者の主
体的経験には、多くの場合、マイノリティが
もつ周縁性が付与されている点にも留意す
べきである。隠者やヨギ、比丘尼やムスリム
は、男性比丘が圧倒的に優位なタイ上座部仏
教社会における宗教的マイノリティとして、
また開発僧ネットワークの僧侶や、タイ－ビ
ルマ国境地域の宗教運動の参加者の大半は
民族的マイノリティとして位置づけられる。
彼らが運動に参加することで他者に出会い、
それを通して自らの自己を探求するという
点は、まさにコミュニティ運動が、同質的ア
イデンティティを掲げた中央集権的な組織
による１９７０年代以前の社会運動や、本質
主義的で集合的なアイデンティティに依拠
する１９７０年代以降の「新しい社会運動」
とは明確に区別される特徴となっている。 
また、参加者の主体的経験がコミュニティ

運動にとって重要性を帯びるのは、個々人の
主体的経験が他方で〈共同性 communality〉
の創出と密接にかかわっているからである。
たとえば、北タイにおけるコミュニティ・フ
ォレスト運動に見られるように、農村コミュ
ニティとリゾートとの水利用対立の事例に
おいて、人びとは生活を守るために共同性を
再想像し、その再想像された共同性をパーフ
ォーマティブに共演することによって、グロ
ーバル化の暴力的作用に対する持続的な抵
抗を生み出している。つまり、ここでは共同
性を再想像するという主体的経験が、コミュ
ニティの存続と防衛にとって重要な契機と
なっているのである。したがってこうしたコ
ミュニティ運動は、自己とアイデンティティ
をめぐって展開する集合的行為としての社
会運動として理解される必要がある。 
 
③コミュニティ運動における共同性 
 今日コミュニティ運動は、必ずしも従来の
社会科学が対象とした実体的なコミュニテ
ィを伴うものではなく、そこでは間個人的ネ
ットワークや集団、制度などとの〈アセンブ
レッジ〉として構成される局面が重要となっ
ている。したがってこの研究は〈コミュニテ

ィ community〉そのものを中心的対象とする
のではなく、運動の中の個人、部分、集団な
どの間に形成される〈共同性 communality〉
の解明に向けられてきた。 
 そうした観点から近年タイの農村部にお
ける、コミュニティ・フォレスト保護に連動
する巨大ダム建設反対やリゾート開発反対
などを捉えることができる。そこには多くの
村落を巻き込んで、資本主義的開発やグロー
バル化へ抵抗するコミュニティ運動がしば
しば見られる。それらの運動の中で追求され
るのは、既存のコミュニティとその慣習その
ものの復権ではなく、オルタナティブなコミ
ュニティである。すなわち人々は伝統的な社
会組織や慣習に依拠することによって巨大
な勢力に対決しようとするが、それはたんに
本質主義的に慣習に回帰しようとするので
はなく、彼らはそれらを再想像して抵抗のツ
ールに変換することをとおしてオルタナテ
ィブな〈共同性〉を作りあげようとする。ま
た北タイの開発僧ネットワークにおいても、
そうした再想像の過程を確認することが可
能であり、そこでは仏法を用いて資本主義的
開発に対するオルタナティブな〈共同性〉と
価値を農民たちのあいだに構築することが
目指されている。 
 このような〈共同性〉の構築においても、
潜在性のもつ政治的可能性を確認すること
ができる。いくつかのコミュニティ運動にお
ける〈アセンブレッジ〉の中では、多様な個
人や集団が接触し、競い合い、助け合う中で
既存の正統的仏教サンガ、資本主義的開発体
制や国家的な制度や組織などに抵抗するオ
ルタナティブな〈共同性〉が顕在化するので
ある。この研究の中では、イスラームのダッ
ワ運動、北タイの隠者やヨギ、仏教僧ネット
ワークやカンボジアの帰還民NGOなどにその
一端を垣間みることができる。そのような
〈共同性〉は、個人の潜在性としての力能や
想像力がきわめて大きな役割を発揮する場
であり、ユートピア的衝動が噴出する場とも
言えるだろう。 
 
 以上のように、この研究は、東南アジアに
おけるコミュニティ運動の実態をそこに参
加する人々の想像力や情動、またそこに展開
する新たな組織的関係性や〈共同性〉を解明
しようとする所期の目標を達成できたと考
える。 
 
（２）研究成果の国内外における位置づけと
インパクト 
 この研究の最大の特色は、「社会運動」に
代えて「コミュニティ運動」という独自の人
類学的な視点を提示することにある。これは、
「閉じられたコミュニティ」と「開かれた公
共性」という対立概念のもとで近代市民社会
における公共空間を前提とした運動をコミ
ュニティの外に位置づけてきた、従来の研究
枠組みを見直すとともに、公共性をも含みこ



んだ新しいタイプのコミュニティとその運
動の実態を追究することを可能とする点に
おいて、高い独創性を有するものである。 
 この研究の最終段階である２０１４年3月
７～８日には、タイ・チェンマイにおいてシ
ンポジウムを開催し、分担者ならびに海外共
同研究者から研究成果論文が提出された。い
ずれの論文も、タイとカンボジアにおけるコ
ミュニティ運動に関する綿密なフィールド
ワークにもとづいて、運動が展開する中で異
質な勢力、制度や集団が接合し〈アセンブレ
ッジ〉を構成していく局面と、また運動の参
加者の主体的経験を介して新たな〈共同性〉
が構築されていく局面とを、同時に視野に収
めた記述がなされている。こうしたミクロ・
レベルの研究は、宗教、環境、医療などの多
様な領域において、グローバル化の進行に伴
って高まる政治的・社会的な流動性と不確定
性の中で生きる人びとの〈生〉の理解を可能
とする点において、東南アジア大陸部を対象
とする人類学のみならず、今日の社会科学全
体に対する貢献をなしうるものである。 
 なお、これらの論文は、シンポジウムにお
ける、４名のコメンテーターを交えた参加者
同士の活発な討議をふまえて、現在、執筆者
各人による修正がおこなわれている段階に
ある。すでに、海外の出版社とのあいだでは、
２０１４年度内の刊行を目指した出版計画
が進行中である。刊行が実現すれば、この研
究の成果を、より広く社会に公開することが
可能となる。 
 
（３）今後の展望 
 この研究が解明したことは、東南アジアに
おけるさまざまなコミュニティ運動に参加
する人々の想像力や情動、またそこに展開す
る新たな組織的関係性や〈共同性〉であった。
とりわけ、コミュニティ運動が異質で多様な
個人、集団や制度との〈アセンブレッジ〉（組
み合わせ）として構成され、あるいはその中
に接合していく実態のほか、そうしたアセン
ブリッジがコミュニティ運動特有の〈共同
性〉とそこに付着する価値や倫理の創造に関
係することも明らかになった。では、このよ
うなコミュニティ運動の中で、いかなる〈社
会性 the social〉が社会変革のイメージと
なるのか、またどのようにして社会変革が実
現されるのか。現時点では、これらの点はこ
の研究において十分検討されていないが、コ
ミュニティ運動がそれを取り巻く社会に対
して与えうる影響力についても考察および
分析する必要があるだろう。 
また、東南アジア大陸部以外の世界各地に

おけるコミュニティ運動との比較をおこな
うことによって、コミュニティ運動という視
点の有効性を検討することも、今後に残され
た課題として指摘したい。 
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